
国際学生EVデザインコンテスト プレワークショップの進め方

2022年 3月 27日
日本アイ・ビー・エム株式会社
IBM Client Engineering
Business Transformation Consultant 中山透



© 2022 IBM Corporation

プレワークショップで持ち帰って頂きたいこと

Diversity

Future Insight

Co-Creation

多様な視点
様々な学校・学科の学生

様々な企業・団体
様々な経歴

未来仮説構築
フォーキャスト
バックキャスト
仮説構築

共創
他人の意見や視点を取り入れる
自分の意見や視点を共有する
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EVデザインコンテスト期間の流れとプレワークショップの位置付け

3/27

プレワークショップ

未来仮説の構築

7月上旬

ワークショップⅠ

未来デザインの
ブラッシュアップ

9月下旬

ワークショップⅡ

ストーリーの成熟

エントリー期間

一次作品制作 二次作品制作 最終作品制作

一次審査 二次審査 最終審査

10月下旬

表彰式

未来イシューの設定 未来探索 想定外変化の仮説 未来シナリオ創発 コンセプトの策定

プレワークショップの範囲 個々での作業

プレワークショップでは未来仮説の構築を一緒に実施します。
後日に未来仮説の構築を納得いくまで繰り返す事により、未来仮説を洗練させていってください。



© 2022 IBM Corporation

未来仮説の構築アプローチについて

FACT 事実

既知の領域

FAITH 仮説

知らないということを
知っている領域

FEAR 外部性/不確実性

知らないことすら知らない
気付いていない領域

業界動向
技術動向
人口動態

関連分野の動向
潜在的な社会ニーズ

潜在的な生活者ニーズ

異分野での技術・ビジネス動向
海外の動向

価値観の変化

©Business Futures Network

線形未来予測

インサイド・アウト発想

非線形未来予測

アウトサイド・イン発想

有識者へのヒアリング

各種調査

未来探索

SF映画・SNS・ブログ
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プレワークショップの進め方 〜全体の流れ

未来イシューの設定 未来探索 想定外変化の仮説 未来シナリオ創発 コンセプトの策定

プレワークショップの範囲 個々での作業

前半

13:00〜15:15

後半

15:40〜17:20

セミナー形式

個人ワーク

ブレイクアウトルーム形式

主催者・協賛社・サポーターとの双方向ワーク

SNSでの

フォローアップ
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前半 基調講演・企業のプレゼンから「未来イシュー」の設定

未来イシュー

インサイド・アウト発想で行う、EVの未来を考える上での主要な論点となる 変化 に関する初期仮説

仮説の材料

基調講演・企業のプレゼンから

企業のロードマップ

調査・マクロデータ

Politics
Economy
Society
Technology

政治的要因
経済的要因
社会的要因
技術的要因

切り口

2040年に向けて

人

動機

感情
行動

EVを使う はどう変わる？
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ワークシート① 未来イシュー（変化の仮説）

変化の主体は何か？

これまではどうだったか？

仮説の根拠

これからはどうなると考えられるか？

✓仮説の元となったトピック・事象
✓関連事象としてどの様なことが考えられるか？
✓制約条件はあるか。あるとしたらそれは何か？

ワークシート①の左上に名前を記載し、メモの準備をしてください。
付箋一つに対して一つのポイントを記載する様にしてください。
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後半 ブレイクアウトルームにて未来探索＆未来シナリオ創発

ブレイクアウトルーム１

人とEV

ブレイクアウトルーム２

社会・環境とEV

ブレイクアウトルーム３

テクノロジーとEV

３つのブレイクアウトルームを用意しました。
それぞれ好きな部屋へお入りください。

未来探索から想定外変化の仮説づくり

アウトサイド・イン発想のための、未来に起きそうな事のスキャニングとその調査から得られた変化 の仮説づくり

未来シナリオ創発

前半のインサイド・アウトと後半のアウトサイド・インを組み合わせ、2040年に生まれる新たなニーズを発想
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未来探索

未来探索から想定外変化の仮説づくり

アウトサイド・イン発想のための、未来に起きそうな事のスキャニングとその調査から得られた変化 の仮説づくり

未来年表
未来予測関連の記事やレポートから今後100年間の「○○年に、○○になる」といった情報のみを厳選し、西暦年や分野ごとに整理した未来予
測の博報堂データベース。

未来年表から気になるトピックを抽出

MURALに１トピック１付箋で書き出す
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ワークシート② 想定外変化の仮説づくり

未来探索から想定外変化の仮説づくり

アウトサイド・イン発想のための、未来に起きそうな事のスキャニングとその調査から得られた変化 の仮説づくり

未来変化仮説を象徴するタイトル

概要 変化のポイント

✓ その未来変化の主体は？

✓ その未来変化の具体的なシーンは？

※キーワードや箇条書きで結構です

いままでは、 これからは、

だったが、 になる。

元になった未来年表トピック、企業専門家のプレゼン・コメントなど背景になる事象・トピック
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未来シナリオ創発

前半と後半のワークシートを参照し、その交差点に生まれると想定される新たなニーズをできるだけ多く書き出してください。

前半 未来イシュー

後
半

想
定
外
変
化
の
仮
説

○○が××になる
のではないか

○○が××になるの
ではないか

○○が××になるの
ではないか

○○が××になるの
ではないか

○○が××になるの
ではないか

△△が〜〜する
だろう

△△が〜〜するだ
ろう

△△が〜〜するだ
ろう

△△が〜〜するだ
ろう

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ

生まれると想定
される新たな
ニーズ




